







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja




A research on the potential of the BASCHET Sound Sculpture -part 2-
OKADA, Kazuko


























































 バシェの音響彫刻の可能性を探る　―その 2― 81
　 2）バシェ協会の人たちとの交流


































































































て作られた音響彫刻は多く存在し、たとえばこれまでに修復された EXPO’70 の 5 基の音響彫























































































曲の大部分が構成されることとなった。なお 6月 10 日の音響彫刻ライヴでは、この 3人のア
ンサンブルに倉持伊吹氏のライブ・ペイントが加わった。
　　　（ウ）美術学部学生の参加






































































れていたため、1回 15 分の 6演目それぞれの上演

















17．  渡辺フォー ンを打ってみる 














の ‘ 拡声盤 ’ を、しかもその ‘ 裏側 ’ を ‘ 擦る ’、という方法は、二重にも三重にも常識を覆すも
のであった。
私は、5月にパリでミシェル・ドゥヌーヴ氏のクリスタル・バシェのレッスンで学んだことが、
小型クリスタルである ‘ 冬の花 ’ にも応用できることがわかり、音もずいぶん楽に出せるよう
になってきていた。こうした経緯から、研究会の中で、沢田氏が桂フォーン、渡辺氏が渡辺フォー
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平成 29 年度京都市立芸術大学　特別研究「音響彫刻の可能性を探る　その 2」メンバー
・研究代表者／岡田加津子（本学音楽学部准教授、作曲家）
・共同研究者／北村千絵　（本学音楽学部非常勤講師、声楽家）
・研究協力者／柿沼敏江　（本学音楽学部教授、芸術資源研究センター教授、音楽学者）
・研究協力者／永田砂知子（日本バシェ協会会長、打楽器奏者）
なお、本研究実施に際しては、本学美術学部彫刻専攻・松井紫朗教授に多大なご助力をいただ
いた。ここに深い感謝の意を表したい。
